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spectroscopy : BIS 法）を用いて評価した骨格筋の質
的変化が筋力に関連することが報告されている。BIS
法は，骨格筋組織内から細胞内液量（Intracellular 







































であった。重回帰分析の結果，モデル 1 では筋厚 
（β=0.30）・筋輝度（β=－0.17）が有意な項目として
選択された。モデル 2 では，筋厚（β=0.24）・筋輝度 
（β=－0.15）に加えて，ECW/ICW 比（β=－0.24）が
有意な項目として選択された。なお，両モデルともに
多重共線性に問題はなかった。
　先行研究に一致し，高齢者の膝伸展筋力に筋厚・筋
輝度が影響することを確認した。モデル 2 の結果よ
り，筋厚・筋輝度だけではなく ECW/ICW比もまた，
高齢者の筋力発揮に独立して影響することが明らかと
なった。筋の質的評価とされる筋輝度と ECW/ICW
比は異なる性質を反映し，筋輝度だけでは評価しきれ
なかった質的変化を補完すると考えられた。両者を評
価することにより筋力低下を引き起こす質的変化をよ
り精度よく評価できることが示唆された。
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